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戦
争
が
な
い
だ
け
で
な
く
、
貧

困
、
経
済
格
差
、
人
権
侵
害
、
環

境
汚
染
な
ど
が
な
い
「
積
極
的
平

和
」
の
実
現
に
必
要
な
視
点
を
学

ぶ
講
座
で
す
。

◆
第
１
回
「
コ
U
ヒ
U
か
ら
見
え

る
世
界
」

何
気
な
く
飲
ん
で
い
る
コ
U
ヒ

U
か
ら
、
生
産
国
（
南
）
と
消
費

国
（
北
）
の
関
係
を
、
ビ
デ
オ
上

映
、
ワ
U
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
探
り
ま

す
。
講
師
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ア
ジ
ア
太

平
洋
資
料
セ
ン
タ
U
理
事
の
石
田

伸
子
さ
ん
。

▽
11
月
21
日
–
午
後
６
時
30
分
〜

８
時
30
分
、
三
鷹
駅
前
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
U
で
。

▼
11
月
４
日
Õ
か
ら
企
画
経
営
室

ò
内
線
２
１
１
５
・
¿
48
―
１
４

１
９
・
Ｅ
メ
U
ルkikaku@

cit
y.m
itaka.tokyo.jp

へ
申
し
込

む
。
定
員
20
人
。

島
村
　
菖
子
さ
ん（
井
口
小
２
年
）

の
作
品
〈
カ
レ
ン
ダ
ー
表
紙
〉

表
彰
を
受
け
た
花
岡
富
作
さ
ん

10
月
５
日
に
市
役
所
で
行
わ
れ

た
バ
ザ
U
の
売
上
金
は
６
万
５
千

860
円
と
な
り
ま
し
た
。
寄
贈
品
の

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。∞

み
た
か
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ブ
事

務
局
ò
41
―
０
１
８
５

◆
応
募
資
格

昭
和
53
年
４
月
２

日
以
降
生
ま
れ
の
方
で
、
介
護
福

祉
士
の
資
格
を
有
す
る
こ
と
。

◆
勤
務
場
所

同
老
人
ホ
U
ム
ど

ん
ぐ
り
山
（
大
沢
４
｜
８
｜
８
）

◆
試
験
日
程

11
月
30
日
À
。
筆

記
試
験（
作
文
）、
適
性
検
査
、
面

接▼
11
月
10
日
Ã
〜
26
日
Œ
（
土
・

日
曜
日
を
除
く
）
の
午
前
９
時
30

分
〜
午
後
４
時
に
、同
事
務
所（
ど

ん
ぐ
り
山
内
）
へ
履
歴
書
（
写
真

添
付
）
と
資
格
証
明
書
（
写
）
を

持
参
の
う
え
、
本
人
が
直
接
来
所

し
、
申
し
込
む
。
く
わ
し
く
は
同

事
務
所
ò
33
｜
２
２
５
５
へ
。

市
で
は
、
市
が
指
定
す
る
特
定

疾
患
（
難
病
）
を
も
つ
方
に
手
当

を
支
給
し
て
い
ま
す
。
平
成
15
年

10
月
か
ら
対
象
疾
病
の
追
加
と
名

称
変
更
が
あ
り
ま
し
た
。

【
追
加
さ
れ
る
病
名
】

◆
特
発
性
肥
大
型
心
筋
症
（
拡
張

相
）

【
名
称
変
更
さ
れ
る
病
名
】

◆
汎
発
性
強
皮
症
、
皮
膚
筋
炎
・

多
発
性
筋
炎
∞
強
皮
症
・
皮
膚
筋

炎
お
よ
び
多
発
性
筋
炎

◆
パ
U
キ
ン
ソ
ン
病
∞
パ
U
キ
ン

ソ
ン
関
連
疾
患
（
進
行
性
核
上
性

麻
痺
、大
脳
皮
質
基
底
核
変
性
症
、

パ
U
キ
ン
ソ
ン
病
）

◆
シ
ャ
イ
・
ド
レ
U
ガ
U
症
候
群

∞
多
系
統
萎
縮
症
（
線
条
体
黒
質

変
性
症
、
オ
リ
U
ブ
橋
小
脳
萎
縮

症
、
シ
ャ
イ
・
ド
レ
U
ガ
U
症
候

群
）

▼
追
加
疾
病
に
該
当
す
る
方
は
、

fl
診
断
書
、
都
医
療
券
な
ど
の
い

ず
れ
か
、
‡
印
鑑
（
朱
肉
を
使
う

も
の
）
、
·
振
り
込
み
先
口
座
の

わ
か
る
も
の
（
郵
便
局
を
除
く
）

を
持
参
し
、
地
域
福
祉
課
（
市
役

所
１
階
⑭
番
窓
口
）へ
申
請
す
る
。

※
新
た
に
追
加
し
た
疾
患
に
つ

い
て
は
、
12
月
15
日
Ã
ま
で
に
申

請
す
る
と
10
月
分
か
ら
手
当
の
支

給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
す
で
に
特
別
障
害
者
手
当

（
月
額
１
万
５
千
500
円
）を
受
け
て

い
る
方
は
、対
象
外
に
な
り
ま
す
。

∞
地
域
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

ò
内
線
２
６
１
９

花
岡
富
作
さ
ん
が
老
人
ク
ラ
ブ
指

導
者
と
し
て
の
功
績
に
よ
り
、
高

齢
福
祉
功
績
者
と
し
て
東
京
都
知

事
表
彰
お
よ
び
東
京
都
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
会
長
表
彰
を
受
け
ま
し

た
。ま

た
、
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
と
し

て
、「
さ
つ
き
長
寿
会
」、「
下
連

雀
寿
会
」
が
、
東
京
都
老
人
ク
ラ

ブ
育
成
功
労
者
と
し
て
野
崎
長
寿

会
会
長
の
北
島
重
造
さ
ん
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

市
で
は
、
高
齢
福
祉
の
基
本
理

念
で
あ
る「
三
鷹
市
高
齢
者
憲
章
」

（
仮
称
）
を
新
た
に
制
定
す
る
た

め
、
三
鷹
市
健
康
福
祉
審
議
会
に

専
門
委
員
会
を
設
置
し
、
素
案
の

検
討
・
作
成
を
し
ま
す
。そ
こ
で
、

専
門
委
員
会
の
一
部
の
委
員
を
一

般
公
募
し
ま
す
。
高
齢
福
祉
に
関

心
の
あ
る
方
は
ご
応
募
く
だ
さ

い
。

◆
資
格

20
歳
以
上
の
市
民
　
　
　

◆
委
嘱
期
間

11
月
14
日
–
〜
平

成
16
年
１
月
末
（
会
議
は
４
〜
５

回
程
度
夜
間
開
催
、
第
１
回
は
11

月
14
–
の
予
定
）

◆
募
集
人
数

２
人

▼
11
月
４
日
Õ
〜
10
日
Ã
に
「
私

が
考
え
る
高
齢
社
会
」
に
つ
い
て

の
作
文
（
400
〜
800
字
程
度
）
と
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話

番
号
を
添
え
て
「
〒
181
―
８
５
５

５
三
鷹
市
役
所
高
齢
者
支
援
室
高

齢
者
相
談
係
」
（
市
役
所
１
階
⑫

番
窓
口
）
・
¿
48
―
２
８
１
３
・

Ｅ
メ
U
ルkoreisya@

city.m
it

aka.tokyo.jp

へ
申
し
込
む
。

※
11
日
Õ
に
抽
選
。
選
考
結
果

は
本
人
に
連
絡
し
ま
す
。

∞
高
齢
者
支
援
室
高
齢
者
相
談

係
ò
内
線
２
６
２
２

市
内
に
１
年
以
上
居
住
す
る
70

三
鷹
市
社
会
福
祉
協
議
会
主

催
。
対
象
は
、
高
齢
者
を
在
宅
で

介
護
し
て
い
る
市
民
の
方
。
日
ご

ろ
の
疲
れ
を
忘
れ
、
ゆ
っ
く
り
温

泉
に
つ
か
り
ま
せ
ん
か
？

▽
12
月
11
日
œ
〜
12
日
–
の
１
泊

市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

U
プ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
市
民
団

体
、
作
業
所
な
ど
福
祉
に
か
か

わ
る
み
な
さ
ん
が
一
堂
に
会
す

る
恒
例
の
お
祭
り
で
す
。
ジ
ャ

ズ
ラ
イ
ブ
演
奏
、
映
画
「
魔
女

の
宅
急
便
」
上
映
、
バ
ル
U
ン

ア
U
ト
、
模
擬
店
な
ど
。

▽
11
月
16
日
À
午
前
10
時
〜
午

後
３
時
、
井
口
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
U
で
。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

∞
み
た
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
U
ò
76
―
１
２
７
１

三
鷹
市
社
会
福
祉
協
議
会
主

催
。
日
ご
ろ
の
介
護
で
お
困
り
の

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
お
茶
で

も
飲
み
な
が
ら
介
護
者
同
士
で
楽

し
く
情
報
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

▽
11
月
20
日
œ
fl
介
護
用
品
展
示

会
・
介
護
相
談
会
＝
午
後
１
時
30

分
〜
４
時
、
‡
介
護
者
談
話
室

（
懇
談
会
）
＝
午
後
２
時
〜
３
時

30
分
、
新
川
中
原
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
U
で
。

∞
同
協
議
会
ò
79
―
３
５
０
５

２
日
。１
日
目
＝
富
士
国
際
花
園
、

白
糸
の
滝
見
学
、
焼
津
泊
（
焼
津

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
）
。
２
日
目
＝

焼
津
さ
か
な
セ
ン
タ
U
で
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
、
久
能
山
東
照
宮
参
拝
な

ど
。
参
加
費
５
千
円
。

▼
11
月
４
日
Õ
〜
７
日
–
に
同
協

議
会
在
宅
係
ò
79
―
３
５
０
５
へ

申
し
込
む
。
定
員
40
人
（
定
員
を

超
え
た
場
合
は
抽
選
。
結
果
は
、

11
月
14
日
–
ま
で
に
郵
便
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
）。

10
月
21
日
に
普
門
館
ホ
U

ル

（
杉
並
区
）
で
開
催
さ
れ
た
「
東

京
都
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
」
で
、
三

鷹
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
の

老
人
ク
ラ
ブ
功
績
者
等
が

老
人
ク
ラ
ブ
功
績
者
等
が

老
人
ク
ラ
ブ
功
績
者
等
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た

表
彰
さ
れ
ま
し
た

表
彰
さ
れ
ま
し
た

応
募
全
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

▽
11
月
12
日
Œ
〜
19
日
Œ
の
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
（
土
・
日

曜
日
は
除
く
、
14
日
–
は
午
後
７

時
ま
で
）
、
教
育
セ
ン
タ
U
２
階

ホ
U
ル
で
。

※
入
賞
作
を
掲
載
し
た
２
０
０

４
年
版
平
和
カ
レ
ン
ダ
U
は
、
12

月
中
に
配
布
予
定
で
す
。
く
わ
し

く
は
次
号
（
11
月
16
日
発
行
）
の

「
広
報
み
た
か
」、
三
鷹
市
ホ
U
ム

ペ
U
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

∞
企
画
経
営
室
平
和
・
女
性
・

国
際
化
推
進
係
ò
内
線
２
１
１
５

者
は
次
の
み
な
さ
ん
で
す
。

【
平
和
の
絵
】

◆
入
選

山
±

　
壮
真
（
一
小
４
年
）

田
　
に
こ
（
一
小
４
年
）

安
部
　
友
美
（
二
小
４
年
）

難
波
　
　
都
（
二
小
６
年
）

綿
　
　
智
子
（
三
小
４
年
）

山
下
　
真
妙
（
四
小
６
年
）

大
野
　
公
也
（
四
小
６
年
）

宮
　
　
優
菜
（
東
台
小
２
年
）

島
村
　
菖
子
（
井
口
小
２
年
）

新
井
　
梨
奈
（
井
口
小
２
年
）

榛
澤
　
太
介
（
羽
沢
小
５
年
）

三
木
　
　
聡
（
羽
沢
小
５
年
）

貝
田
　
睦
実
（
羽
沢
小
６
年
）

◆
佳
作

浅
野
　
博
文
（
一
小
５
年
）

田
中
　
奈
々
代
（
一
小
６
年
）

横
山
　
も
も
（
五
小
１
年
）

北
島
　
彩
子
（
六
小
３
年
）

樋
口
　
洋
子
（
七
小
６
年
）

井
上
　
杏
奈
（
大
沢
台
小
４
年
）

小
野
　
孝
夫
（
高
山
小
５
年
）

山
本
　
　
栞
（
高
山
小
６
年
）

夏
目
　
慧
大
（
中
原
小
３
年
）

中
岡
　
　
彩
（
東
台
小
２
年
）

南
　
　
正
彦
（
羽
沢
小
５
年
）

三
嵜
　
由
佳
（
羽
沢
小
６
年
）

●
世
界
連
邦
運
動
協
会
三
鷹
支
部

長
特
別
賞

山
下
　
真
妙
（
四
小
６
年
）

●
世
界
連
邦
運
動
協
会
三
鷹
支
部

長
佳
作
賞

小
野
　
孝
夫
（
高
山
小
５
年
）

【
平
和
へ
の
メ
ッ
セ
U
ジ
】

◆
入
選

大
西
　
拓
也
（
一
小
４
年
）

植
田
　
歩
見
（
一
小
６
年
）

高
麗
　
和
樹
（
一
小
６
年
）

高
橋
　
裕
子
（
一
小
６
年
）

川
喜
田
　
健
人
（
一
小
６
年
）

中
山
　
千
華
（
一
小
６
年
）

中
川
　
瑞
希
（
二
小
６
年
）

國
枝
　
勇
佑
（
三
小
６
年
）

重
久
　
惠
美
（
三
小
６
年
）

木
村
　
　
耀
（
三
小
６
年
）

佐
々
木
　
現
斗
（
中
原
小
１
年
）

所
　
　
義
輝
（
一
般
）

那
須
　
　
博
（
一
般
）

●
世
界
連
邦
運
動
協
会
三
鷹
支
部

長
特
別
賞

那
須
　
　
博
（
一
般
）

市
で
は
、
非
核
・
平
和
事
業
の

一
環
と
し
て
、
１
９
８
８
年
か
ら

毎
年
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
応

募
さ
れ
た
「
平
和
の
絵
」
「
平
和

の
メ
ッ
セ
U
ジ
」
を
載
せ
た
「
平

和
カ
レ
ン
ダ
U
」
を
作
成
し
て
い

ま
す
。

今
年
は
市
内
の
小
学
生
か
ら
708

点
の
「
平
和
の
絵
」
、
小
学
生
お

よ
び
８
月
の
平
和
事
業
に
参
加
さ

れ
た
方
々
か
ら
あ
わ
せ
て
428
点
の

「
平
和
へ
の
メ
ッ
セ
U
ジ
」
が
集

ま
り
ま
し
た
。
多
数
の
ご
応
募
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
入
選

■
平
和
の
絵
展

高
齢
者
憲
章
（
仮
称
）

制
定
の
た
め
の
専
門
委
員
会
の
委
員
を
公
募

特
定
疾
患
手
当

対
象
疾
病
の
追
加
と
名
称
変
更

■
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

ど
ん
ぐ
り
山
で
介
護
職
員

（
若
干
名
）

（
敬
称
略
）

◇
３
千
245
円
　
上
田
龍
吉
　
◇
８
万
円

永
島
セ
ツ
　
◇
１
万
928
円
　
セ
コ
ム
開

発
セ
ン
タ
U
株
式
会
社
　
◇
７
千
円
　
匿

名
（
２
件
）

◇
36
万
円
　
㈱
丸
利
根
ア
ペ
ッ
ク
ス
（
三

鷹
市
の
福
祉
の
た
め
に
）

◇
200
円
　
穴
沢
素
子
　
◇
１
万
円
　
井
の

頭
ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

◇
５
千
694
円
　
四
ツ
葉
と
き
わ
ク
ラ
ブ
　

◇
530
円
　
く
ぬ
ぎ
会
　
◇
１
万
720
円
　
西

尾
八
重
　
◇
１
千
264
円
　
と
き
わ
会
　
◇

１
千
367
円
　
北
野
東
晴
ク
ラ
ブ
　
◇
１
万

７
千
424
円
　
株
式
会
社
い
な
げ
や
三
鷹
牟

礼
店
　
◇
２
千
828
円
　
下
連
雀
羽
衣
会

◇
785
円
　
中
原
三
葉
会
　
◇
２
千
148
円

朋
友
会
　
◇
417
円
　
森
下
和
　
◇
２
千
147

円
　
三
鷹
市
赤
十
字
奉
仕
団
　
◇
477
円
　

匿
名
（
１
件
）

ル
市
民
工
房
　
◇
４
万
円
　
松
田
乃
婦

◇
１
千
円
　
五
十
嵐
一
男
　
◇
２
万
50

円
　
匿
名
（
８
件
）

◇
２
千
円
　
小
林
ト
シ
　
◇
１
万
２
千
円

井
口
三
男
　
◇
５
千
800
円
　
箱
根
み
た

か
荘
　
◇
５
千
円
　
一
市
民
　
◇
２
千
円

田
中
郷
子
　
◇
１
千
円
　
森
下
和
　
◇
２

万
円
　
東
川
敏
男
　
◇
２
万
円
　
丹
生
末

雄
　
◇
３
万
円
　
三
鷹
市
身
体
障
害
者
懇

談
会
　
◇
５
千
円
　
岩
垂
道
子
　
◇
５
千

円
　
矢
倉
治
子
　
◇
１
万
円
　
野
崎
Ｅ.

Ｓ
　
◇
２
千
500
円
　
賀
書
会
　
◇
１
万
円

チ
ャ
リ
テ
ィ
映
画
会
実
行
委
員
会
赤
尾

祥
子
　
◇
３
万
円
　
三
鷹
市
ゴ
ル
フ
連
盟

第
４
回
競
技
会
　
◇
３
万
２
千
100
円
　
三

鷹
市
ご
み
減
量
等
推
進
会
議
会
長
高
麗
伊

勢
松
　
◇
１
万
222
円
　
三
鷹
荘
　
◇
１
万

８
千
128
円
　
向
原
リ
サ
イ
ク
ル
グ
ル
U
プ

◇
４
万
６
千
500
円
　
三
鷹
市
リ
サ
イ
ク

■
一
般
寄
付

■
市
へ
の
寄
付

■
愛
の
一
円
玉
募
金

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
金

■
指
定
寄
附

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
も
れ
び
で
は
市

と
協
働
で
、
高
齢
者
の
方
（
お
お

む
ね
65
歳
以
上
）
を
対
象
に
、
毎

月
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。
11
月
は
美
し
い
響
き
の

ハ
ン
ド
ベ
ル
。
ご
一
緒
に
演
奏
し

ま
せ
ん
か
。

▽
11
月
６
日
〜
27
日
の
毎
週
木
曜

日
（
全
４
回
）
午
前
10
時
〜
正
午
、

ス
ペ
U
ス
・
Ｓ（
下
連
雀
一
丁
目
）

で
。
講
師
は
平

厚
子
さ
ん
。
参

加
費
１
千
円
。

▼
11
月
４
日
Õ
か
ら
こ
も
れ
び
事

務
局
ò
42
―
４
４
６
９
へ
申
し
込

む
。
先
着
15
人
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
も
れ
び
で
は
、

お
と
し
よ
り
か
ら
お
子
さ
ん
ま
で

総
合
的
な
相
談
を
お
受
け
し
て
い

ま
す
。
毎
日
の
生
活
の
中
で
お
困

り
の
こ
と
、
家
族
だ
け
で
は
解
決

で
き
な
い
こ
と
な
ど
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
ヘ
ル
パ
U
さ
ん

か
ら
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

毎
週
水
曜
日
午
前
11
時
〜
午
後

４
時
に
は
専
門
の
相
談
員
が
対
応

し
ま
す
。

∞
こ
も
れ
び
事
務
局
ò
42
―
４

４
７
１

歳
以
上
の
方
が
、
連
続
し
て
14
日

以
上
医
療
保
険
で
入
院
し
た
場

合
、
１
万
円
の
入
院
見
舞
金
を
支

給
し
ま
す
。
な
お
、
支
給
は
各
年

度
１
回
の
み
で
、
所
得
制
限
が
あ

り
ま
す
。

▼
fl
入
院
期
間
を
証
明
で
き
る
書

類
（
領
収
書
な
ど
）
、
‡
保
険
証

な
ど
（
本
人
確
認
で
き
る
も
の
）、

·
本
人
名
義
の
金
融
機
関
の
口
座

番
号
（
郵
便
局
を
除
く
）
、
‚
印

鑑
を
持
参
し
、
高
齢
者
支
援
室

（
市
役
所
１
階
⑬
番
窓
口
）
へ
申

し
込
む
。
く
わ
し
く
は
同
室
ò
内

線
２
６
２
７
へ
。

こ
も
れ
び

ほ
っ
と
・
サ
U
ク
ル

「
ハ
ン
ド
ベ
ル
を

奏
で
ま
し
ょ
う
¿
」

こ
も
れ
び
電
話
相
談

■
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ブ
福
祉

バ
ザ
ー
の
お
礼

２
週
間
以
上
入
院
し
た

高
齢
者
の
方
に
見
舞
金

焼
津
１
泊
旅
行
・

介
護
者
の
つ
ど
い

介
護
用
品
展
示
会
・

介
護
相
談
会
・
介
護
者
談
話
室

ふ
れ
あ
い
秋
ま
つ
り
2
0
0
3

〜
第
20
回
福
祉
の
街
づ
く
り
市
民
の
つ
ど
い
〜

「世界を知る・
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地球市民講座2003
「世界を知る・
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イ
ラ
ス
ト
協
力
・
第
一
中
学
校

美
術
部
生
徒


